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fシンボJVマ
『創造・活力・ときめきのまち 上回~学術研究都

市をめざして-Jを将来慢に新しいまちづくりを進め
る上田市と、創立100周年を迎えた上回商工会犠所が、

上田市白いっそうのイメ ジアップのために募集して

いた 『シンボルマーク』カf夫定し、 1月20日に量表と

表事が行われました。

シンボルマークの裏聾には、全国から1633点の応募

があり、 12名目制定要員の皆さんによる審査の結果、

少年期をよ田で過ごした経験を持つ宮島巌さん(東京

都在住)の作品が畳橿秀賞と決まりました。そして、

デザイン界で活躍するグラフ ィック ・デザイナ 白馬

場雄こさん(上田市出身)の補作を葺け、制定されま

した。

未来(赤)と伝統〔青紫7と自然侮)のハーモニー
をコンセプトに、六文銭をモチーフにした花が、未来

に向かつて発展していく宰を表現したも白です。豊か

な自然と古い歴史を持ち、新しい時代への聖展をめざ

すよ田市にふさわしいンンポルマ クとなりました。

今後、上回をイメージさせるマークとして、末長く

市民白皆さんに親しまれるように活用していきます。

人ロ/122.401人 (+18) 男/60，092人 (+11) 女/62.3団山(+7) 営稽/42.863(+7)
外国人登録者数ノ 2.086人(-14) 男/ 1.186人(ーtll 女/曲。人(ー幻 ( 11左前月比

〈再生紙を使用しています〉



『
燃
や
せ
る
ご
み
』
約
3
割
減
少

ご
み
減
量
・
再
資
源
化
に
い
っ
そ
う
の
協
力
を
/

昨
年
7
月
1
日
に
、
蛾
や
せ
る
ご
み
の
指
定

袋
導
入
・
有
料
化
が
実
施
さ
れ
て
‘
半
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
.
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
‘

燃
や
せ
る
ご
み
の
輯
量
(
収
聾
ご
み
と
持
ち
込

み
ご
み
の
合
計
}
は
昨
年
に
比
べ
約
幻
同
も
減

り
ま
し
た
。

市
で
は
、
い
っ
そ
う
の
ご
み
減
量
の
た
め
、

『ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
』
由
実
施
や
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
に
対
応
す
る
た
め
の
方
軍
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
貰
源
や
環
境
を
守
り
、
葺
し
く
す

ぼ
ら
し
い
上
田
市
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
、

今
積
も
コ
』
み
の
誠
量
・
再
貰
諌
化
』
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
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環
境
業
務
課
(
同
盟
四
0
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-
燃
や
せ
る
ご
み

す
グ
ラ
フ
①
)

昨
年
7
月
か
ら
臼
月
ま
で
の
ご
み
量
は

一
昨

年
同
期
と
比
較
し
て
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
総
量

で
Mm
・
6
%
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
を
み

る
と
、
ご
み
拙
同
刷
所
か
ら
の
収
鼎
ご
み
は
剖

・

8
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
避
に
ク
リ
I
M
セ

ノ
タ
1
に
瓜
接
持
ち

4
ま
れ
る
ご
み
の
量
は
同

・

l
h
mで
す
。
持
ち
込
み
ご
み
が
増
加
し
た
理

由
は
、
今
ま
で
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い
た

事
聾
系
の
ご
み
が
適
正
化
さ
れ
、
き
ち
ん
と
ク

リ
ン
セ
ン
タ
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
だ
と
恩
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
そ
白
書
く
が
資

源
回
収
に
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

-
燃
や
せ
な
い
ご
み

(
H
グ
ラ
フ
②
)

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
一
昨
年
同
期
と
比
較
し

て
ほ
直
樹
ば
い
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
ご

み
が
分
別
さ
れ
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
回
っ
て
い

る
こ
と
を
考
守
え
れ
ば
、
事
業
系
ご
み
の
、
自
己

処
理
の
適
正
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
-
資
源
ご
み

(
H
グ
ラ
フ
③
)

資
制
師
団
収
量
は
約
四
目
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
源
回
収
に
出
せ
る
も
申
は
、
紙
矧
(
新
山
同
紙
、

段
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
雑
誌

・
雑
紙
)
と

布
類
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
分
別
し
て
き
ち
ん
と

出
し
て
く
だ
さ
い
。
布
団
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
8
年
度
目
詮
源
回
収
の
日
程
を
、

自
治
会
ご
と
に
あ
ら
わ
し
た

『
買
源
回
収
年
間

カ
レ
ン
ダ
ー
』
は
、

3
月
に
広
報
で
お
知
ら
せ

lν
み
志
十
U
3
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t 
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-
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
・
リ
サ
イ
ク
ル

圃
毎
月
第
4
土
曜
日
広
実
施
/

向
治
会
で
行
っ
て
い
る
資
雌
向
収
に

mA"が
2

っ
か
屯
い
か
た
な
ど
に
、
同
収
の
機
会
を
腿
供

9

す
る
た
め
、
次
の
応
舗
で
『
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
・
万

リ
サ
イ
ク
ル
』
を
行
い
ま
す
。

『一え

マ
庖
鋪

日
州
ジ
ャ
ス
コ
(
株
)
上
回
庖

・
し
円

お
だ
の
ン
ヨ
Y

げ
い
げ
何

υ汐
い

lif--
m

マ
回
収
日
時

2
月
包
日

ω午
前
日
時
か
ら
正

的
利
枝
ペ

d
m以
似
以
似
販
制
り
が
断
的
判
断

問
時
か
ら
正
午
ま
で
行
い
ま
す
。

マ
回
収
品
目

紙
類
(
新
聞
紙
、
段
ボ
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
雑
誌

・
雑
紙
。
そ
れ
ぞ
れ
に
分

別
す
る
)

・
布
類

マ
埠
意

び
ん
、
缶
、
ヵ
ベ
ッ
ト
、
布
団
な

ど
は
出
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
回
収
轄
了
桂
は
出
せ

ま
せ
ん
。
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-
不
燃
ご
み
の
品
質
捌
収
舞
が
ど

圃
廃
棄
物
処
咽
証
書
措開
会
戸
組
問
問

昨
年
7
月
か
ら
実
施
し
た
指
定
袋
導
入

・
有

料
化
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
先

の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
次
白
蝶
閣
で
あ
る
、
燃
や
せ
な
い

(
不
懲
)
ご
み
白
減
量

・
再
自
制
化
置
を
推
進

す
る
た
め
に
、
昨
年
ロ
月
、
上
田
市
廃
棄
物
処

理
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。
そ
自
主
な
内
容

は
次
回
と
お
り
で
す
。

①
上
田
市
不
燃
物
分
別
収
集
計
画
に
つ
い
て

②
阻
大
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

③
燃
や
せ
る
ご
み
指
定
袋
町
サ
イ
ズ
の
追
加
に

つ
い
て



.勉やせるごみの総量(グラフ①)

乎震度7年度
(J-12月〉

平成8年度

υ-"月1
-医療が受けられるのは7

.絡やせないごみ収集量(グラフ②}老人保健で医療が畳けられるのは、上田市に住所があり、次に当

てはまる人です。

(j)70棋に述した月白翌月から (誕生日が一日の場合はそ白月から)。

②65成以上70歳未満で-~白障害があり、市長の認定を畳けた人

(認定を受けた月四翌月から。認定日が一日の場合はその月から)。

且7!;8t I &0.3" 13.748t 

〈

" .. 
3000 

.70歳になったら届け出を

市役所から通知が同きましたら「老人保健法資格取得届」を国保

年金課へ拠出してくださし、。健康手帳と医療受給者証を後日送付い

たします。

2000 

'000 

"."年度
(7-12月)

平成8写度
(7 -12月〉.お医者さんにかかるとき

保険証と医療畳給者証を提示してください。

窓口では一部臼担金を、外来は1か月 1020円、入院は1日7
1 0円と賞事代を支払ってくださL、。入院中の宜事代は1日760

円です。ただし、市民税非課硯世帯は90日までの入院中の古事代は

650円、 90日を超えると 500円、老齢福祉年金受給者は300

円になります。なお、市民税調諜世世帯?の人は減額認定の申請をし

てくださL、。

一ι
• 

帥

醐

醐

畑

1側~

.このようなときは市役所へ

転出するときは、受給者読を国保年金課へお返しください。また、

加入している他版保険が変わったときは、新u司皐険証と印量を持勺
て国保年金諜で、重克白手続きをしてください。

.老人医療費は維が負担7

自己負但分を除いた医療貨の3制を公費で白担し、残り 7剖は国

民健康保険、健鹿保険組合、弘前組合、政府管草健康保険などから

納められる保険料(拠出金)で

・一人当たりの老人医療費 (円) 賄われています。

年度| よ図市 | 星野県

44担，440 I 470，8曲
5524，叫2 I 4田，9四
6553，827 I 517，日2
7 I 585，叩6 I 出色6剖

制~

平威7年度
(7 -12月〉

平成8年度
(7-12月)

ごみの焼却は

迷惑にならないように
ご注意を/

||帥|者I
治療よりもまず予防に心がけましょう

【3l I1itllラJi!.f9，2， 7 



情報

~H~霧タ

マルチメディア時代の到来に合わせ、より多くの皆さんへのイン

タ ネ y卜の啓車普及を目的に開きます。初級者にはインタ ネ y

トの基礎知識の習得講座を、中級者にはオリジナJレのホ←ムペ ジ

を作成し、インタ ネットで世界に情報発言する実習を行います。

.とき・内容/2月22日出・ 23日(8)c2日間)

①2月22目出午睡1時30分-3時30分

たったの2時間で、インターネ y卜のすべてが分かる

『計

量

モ

ニ

タ

ー
』
へ

お
お
ぜ
い
の
応
募
を

方 ・
) 市 ・
ので ・
実は
盟、

を流
j肥通
短商
す品
る由
た詰
め目、
( 

計目
-圃z・.... 包温~町.-旨舟司Zヨ阻・

インタ ネッ卜とは何か?インターネットを自宅で見るために

は何が必要かフどうしたらホ ムベ ジを開設できるのかフ

など、インターネットのあれこれをすべてお教えLます。そし

て、実際にホールの 250インチの大スクリ ンで、園内外の

今話題のホ ムベージをネ y卜サーフィンLながら、インタ
ネッ卜を体験Lていきます。あなたの疑問にもお筈えします。

② 2月23目(目) 午前10時~午後5時

あなたも簡単にインターネッ卜デピュ 。あなたのオリジナル

ホムベジを世界へ尭信Lょうノ

量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
翌
年
1

月
出
日
ま
で
マ
応
募
責
格

①
企

品
川
問
悟
白
販
売
業
を
営
ん
で
い
な
い
、

ま
た
は
僻
わ
っ
て
い
な
い
人
②
昼

間
白
金
議

(
5月
2
園、

7
月、

l

月
〕
に
出
席
で
き
る
人
マ
職
務
内

容

指
定
す
る
期
間
内
に
、
購
入
し

た
商
品
の
目
方
を
割
っ
て
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
マ
幕
聾
人
員

ロ

人

マ

応
募
方
法

は
が
き
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、

家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

『干
3
8
6

上
田
市
大
手

l
l
u

!1i1llラ}f.r.!9.

-園日曙=--高-哨事百彊_iI::II・・

ホームベ ジの開設は難Lくて と思い込んで'Lまっている皆
さん。まず、いっしょに作ってみましょう/意外と簡単にあな

たのオリジナルページが作れます。さあ、あなたのホ ムベ

ジをメディアランドUEDAのぺージから世界へ葺f言。

( 3か月間世界中からあなたのベ ジを見ることができます)

.とニろ/メディアランドUE DA(下之郷・リサ チパーク内)

.事績対車/インターネットに輿悼を持つよ小・北御牧村に在性ま

たは通勤 ・通学している人

①2月22日出 定員~200 人(書参加費無料)

②2月23日(日)...定員=高校生以上20人 (書加費 10 0 0円)

※昼食付き (当日お支払いください)

.応事方法

①2月22日出 当日自白書加 (午撞1時から

畳付開始)

②2月23日(聞はがきに必要$項を記入の上、

事務局へどうぞ [締め切り 2月10日間=当
日消印有効(応募多数の場合は抽選)J
※必要事項をle入の上、 FAXでも結構です。|臨番号

.，し込み/〒386 上田市天神2-4-55 上 I(所属団体・趣味)

田地域広域行政事務組合内 『ホームページ

作成セミナ 』係(直ゆ2130 国防8980)

(男/女)

置翠E翠置

【4】

年令 ・聡業

パソコン歴

〒師
一
日

7 2 

ー
日
上
田
市
役
所
商
工
諒
』

へ
3

月
間
品
目
幽
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

高
工
謀
(
困
1

4
0
3
)
 

心
身
障
害
児
タ
イ
ム

ケ
ア
制
度
ご
利
用
を

••• 
『
心
身
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業

制
度
』
は
、
心
身
障
害
児
白
保
護
者

が
、
一
時
的
に
家
庭
に
お
い
て
介
護

で
き
な
い
と
き
(
理
由
は
ど
由
よ
う

な
こ
と
で
も
可
)
、
隣
近
所
な
ど
に

保
護
を
頼
ん
だ
場
合
、
保
護
を
頼
ま

れ
た
介
護
人
は
申
請
に
よ
り
市
か
ら

手
当
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
市
役
所

南
庁
舎
l
階
・
困
1
6
1
0
)

K 

t 
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『基
礎
年
金
番
号
」
で

年
金
の
手
続
き
を
/

••• 
平
成
9
年
1
月
か
ら
、
基
礎
年
金

番
号
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

な
ど
、
制
度
ご
と
に
付
け
ら
れ
て
い

た
年
金
帯
号
を
共
通
の
も
の
と
し
て
、

よ
り
的
確
な
年
企
業
務
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
す
。
今
桂
白
年
金
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
白
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
年
金
白
手
続
き
を
す
る
と
き

『基
礎
年
金
番
号
通
知
書
』
と

『年
金
手
帳
』
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
手
続
き
が
ス
ム
ズ
に

な
り
ま
す
。

国防0762

月自 催し 開資局側 入場 問い合わせ

2/笥
上田市民劇場2月例会 上限

組制
文学座公演 "・30 会員券

市@民96刷9喝7 rぁ?/それが間四TこJ

n 上田市民劇場E月例会 上回

出
文学座公演 13;30 会員券

市@民96創9場7 
r~? .1それが問題だ』

2 -ニの丸1上田市民会館

皿語。760.材木町'-2-3上田市文化会館

-2つ
以
上
の

『基
礎
年
金
番
号
』

の
通
知
が
あ
っ
た
場
合

そ
の
通
知
告
を
持
っ
て
国
保
年
金

諜

(市
役
所
本
庁
舎
I
階
)
ま
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
。
1
つ
白
書
尋
に
す

る
手
続
き
を
し
ま
す
。

-

『基
礎
年
金
番
号
通
知
書』

が
届

か
な
か

っ
た
場
合

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

(
個
0
2

6
7
⑫
1
0
8
0
)
か
、
国
保
年
金

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
ロ

な
お
、
平
成
8
年
叩
月
か
ら
ロ
月

ま
で
に
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

を
し
た
か
た
に
は
、
今
月

『基
礎
年

金
帯
号
通
知
瞥
』
が
送
ら
れ
る
予
定

で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
(
困

1
3
6
5
・1
3
6
6
)サンテラスホール

1lIDBl37凹東部町文化会館
「ー可百面草亨下---:/7-¥0ー

ミzーンカル
嵐の中の子どもたち

k 

一

1
一

固
定
資
産
税
は
土
地
、
家

一日
一
屋
、
償
却
資
産
に
課
税
さ
れ

る
と
聞
き
ま
し
た
が

『償
却
費
産
』

と
は
何
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一-

一
『
慣
却
費
産
』
と
は
事
業

「
ば
用
に
供
す
る
費
産
で
、
土
地
、

霊
屋
以
外
の
量
産
を
い
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
個
人
、
法
人
を
問
わ

ず
、
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
は
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
慣
却
資
産
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
工
場
で
世

わ
れ
て
い
る
機
械
、
構
内
の
舗
装
、

建
設
用
の
パ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
の
建

設
機
械
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
2
一
申
告
が
必
要
だ
と
聞
き
ま

一
4
一し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
す
る

の
で
す
か
。

-2
一

聾
年
1
月
1
日
現
在
所
有

「
ば
し
て
い
る

『慣
却
資
産
』
に

つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
点
が
土
地
、
家
屋
と
大
き
く

遣
う
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
期
間
は
、

1
月
中

と
な
っ
て
い
ま
す
。
も

L
、
ま
だ

申
告
を
し
て
い
な
い
事
業
者
の
か

た
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
3-

『
慣
却
資
産
』
の
課
税
野

口
団

準
額
が

1
5
0
万
円
に
満
た

な
い
場
合
目
、

観
視
さ
れ
な
い
と

聞
き
ま
し
た
が
、
申
告
は
必
要
で

し
ょ
う
か
。

可。
一
一

般
的
に
は

『慣
却
宜
産
』

一J
一
の
評
価
額
の
総
額
を
課
税
標

準
額
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
額
が

1
5
0
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
申

告
は
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

@
告
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

『慣
却
資
産
』
つ
い
て
、

簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
役
所
税
務
課
(
本
庁
吉
1
階
)

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
務
課
職
員
が
調
査
に
お

伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
困
1

2
8
5
・
1
2
8
6
、
E
週
間
隔
世

5
1
1
5〉

1 2. dil6ラ左足"!9【5】
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幽上園
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『勤労者体育tン9ー』政修工事のため

|2月1日-3月!II日は使用できません|
勤労者体拘センター (市民体育館東薦)が改修工事

のため.次の日程どおり倍加ができません。利JJI者の

皆さんにはご述惑をおかけしますが ご了琢ください。

.工事目程 (閉館期間)...2月1日出-3月31日四

・問い合わt主 体向センター (!IID@082 3) 

以くいだ期て 置哩n・市
-r;なだこイ限期い今 刷。'J'.褐県

詔宍ttZ里自主fっ園田i司量
りj申 。あがに 2< 、 立 ・・・M・・・ 山
l~告 り長な 月 時 市月 圃園田・・・ z

た~2 ! L ~ 日 塑 曹 17 __-司 Zt
*1詰 み可子品与語臼岡田議
県iにで 、と 司、 リ (Jl)1!i‘.!:lII 
民2つ 、落 、り e・・・・・・

船主主霊A主zi FE四
重iI~ 台どと 目。警月・EE・
￥i自i 出荷品 伺) お17・・E・
~I 主i 雪き待 寺 里白
こmEきぷ工 ~ (月)... 11:置
をl通j てなた九 l Ii置昌4高温・..

入
札
(見
積
)参
加
願

受
付
は
お
早
め
に
/

••• 
平
成
9
年
度

・
凶
年
度
に
市
が
購

入
す
る
物
品
と
、
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
白
人
札

・
見
積
に
書
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は

『
入
札

(見
積
)

書
加
願
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
畳
付
期
間

①
一
物
品

2
月
3

日
開
j
同

沼

田

幽

②
工
事

・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

3
月
3
日
開

1
同
担

日
開

マ

そ
の
他

①
物
品

指
定

用
紙
は
1
月
か
ら
管
財
課
で
お
渡
し

し
ま
す
。

②
工
事

・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

募
集
要
項
は
1
月
か
ら
管
財

f 

は
お
早
め

-』
，f・

こ
置
く
だ
さ
い
。

・
お
願
い

保
育
園
に
提
出
す
る
証
明
を
、
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
必
ず
申
告
相
談
時
に
担
当
者
へ
申
し
出
て
〈
だ

友、ぃ
。

-
問
い
合
わ
せ

①
2
月
川
日
掛
ま
で
は
、
税
務
課
(困

1
2
B
1

1
1
2
8
4
・
有
線
@
0
6
1
1
)

②
2
月
刊
日

開
1
3
月
げ
日
開
ま
で
は
、
市
民
会
館
申
告
会
場

〔胴
耀
四

4
1
0
0
)

謀
で
お
渡
し
し
ま
す
。

マ
援
出

・

問
い
合
わ
せ

管
財
諜

(市
役
所
本

庁
舎
4
階
・圃
@
5
1
1
4
)

廃
車

・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
お
早
め
に

••• 
軽
自
動
車
等

(原
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
お
よ
び
二
輪
、
四
輪
の
軽
自

動
車
〉
を
廃
棄
ま
た
は
議
誼
し
た
と

き
は
、

4
月
1
日
出
ま
で
に
次
白
場

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
原
付
自
転
車
小
型
特
殊

税
務

課
、
塩
田

・
川
西
両
支
所
へ
。
廃
車

白
場
合
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

鑑
を
、
名
義
変
更
の
場
合
は
譲
置
証

明
容
と
印
鑑
を
持
書
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ニ
輪
・

固
輸
の
軽
自
動
車

(車
検

が
必
要
な
も
の
)

長
野
県
自
家
用

自
動
車
協
会
上
小
支
部
而
8
1
8

7
5
)
へ
。

出
軽
自
動
車
税
は

4
月
1
日
現
在
で

軽
自
動
車
等

(原
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
お
よ
び
ニ
輪
、
四
輸
の
軽
自
動

車
)
を
所
有
し
て
い
る
か
た
に
対
し

て、

1
年
分
が
課
税
に
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

税
務
課

(困

1
2

8
6
)
 

7 【6l

一不
用
品
に
な
っ
た
も
の
、

一し
い
も
の
が
+胃
ま
し
た
ら
、

一生
活
環
寝
際

(内
織
1
3
9

一0
)
へ
ご
連
絡
を
。

マ
風
呂
い
す

(赤
ち
ゃ
ん
川
)

マ
レ
コ
!
ド
プ
レ
ヤ

マ
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド

マ
鹿町鼎

マ
ス
キ
l
板

(帥
勾
う
刊
倒
)

マ

ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
靴
〈
剖
傭)

マ
婦
人
用
ロ

ング
コ
ー
ト

(日
号
)

マ
百
科
事

典

マ
ス
タ

ア
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

(1

5
5

開

R

U
)

マ
ワ
ン
ピ
ー

ス

(9
号
)

マ

神
川
小
学
校
運
勤

務

{上
積
の
み
)

マ

編
み
機

マ

エレ
ク
ト
1
ン

{悶
鍵
)

広喜Fラ){'~9 2 

不
周
ロ聞
の
n
E
h
聞
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご

T
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
ては、

設
録
の
日
よ
り
6
か
月
聞
は
そ
の
ま

ま
畳
録
し
ま
す
。

ビ
ー
カ
ー

リ

I

マ
ベ
ヒ
ベ

ッ
ド

マ
も
ち

つ
き
機

マ
洗
濯
俊

マ
Mm険
機

マ
フ
ァ
シ
ヒ
ー
タ
!

マ
大
人
則
自

転
車

マ
二
段
ペ
ッ
F

V
ベ
ビ
ー

だ
ん
す

マ
ロ
ッ
カ
ー

(会
社
用
)

マ
洋
服
だ
ん
す

マ
下
駄
箱

マ

卓
球
台

マ
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器

マ
胤即け
布
団

マ
油
絵
道
具

マ
マ
ヲ

ト
レ
ス

(
ンン
グ
ル
ベ
ッ
ド
周
)
マ

歩
行
器

マ
圧
力
な
ペ

マ
ミニ
錠

鍍
機

マ
フ
ル
ト

マ
絵
本

7

学
習
ス
タ
ン
ド

マ
冷
蔵
庫

マ
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ



• ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
刊

M

R

届
け
出
分

・
敬
称
略
)

金

m
m

木
村
ユ
キ
イ

中
村
淑
子

西
沢
慣
短

小
池
利
彦

保
鴎
野
線
人

太
図
ゆ
き

横
沢
敏
雄

淡
水
ト
モ
イ

宮
滞
は
る
い

繍
関
花
子

小
幽
正
英

首
薄
貞
二

町
困
雄
三

中
村
シ
ゲ

泉
キ
ク
エ

芭
一
冗
政
俊

康
問
す
み
子

佐
蔵
朔
一
郎

分

去

大
手
町

舞

問
中
之
条

上
申
民

俗

野

山

制

下

町
吉
凶

倉

升

西
前
山

御

所

出
W

1

W州

中
之
条

北
天
神
町

常

入

丸
雛
町

鎗

街

郎

大

畠
舞

困

r 

電
話
加
入
権
の
公
売

3
月
5
日
行
い
ま
す

『上
国
税
務
署
』
か
ら

電
話
加
入
権
の
公
売

••• 

••• 
マ
公

売

酎

産

電

話

加

入

柵

と
き

2
月
初
日
剛
午
前
山
時

i

マ
と
こ
ろ

上
国
税
務
署
(
中
央
西

2
1
6
1
n
)
マ
公
売
広
告
場
所

上

回

税

務

署

マ

問
い
合
わ
せ

上
回
説
務
署

・
管
理
置
収
部
門
(
圃

@
0
4
3
3
)
 

マ
と
き

3
月

5
日
嗣
午
前

9
時

叫
八
万

i

マ
と
二
ろ

市
役
所
前
庁

舎

5
階
第

3

・4
金
議
室
マ
そ
の

他

群
し
く
は
次
号
の
『
広
報
う
え

だ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ

問
い

合
わ
せ

収
税
課
(
困

1
3
0
1
3

1
3
0
3
・
直
週
間
8
5
1
1
7
)

滝

沢

米

子

手

塚

臼

邸

中

盈

南

天

神

町

河

中

海

寅

置

新

町

田

永
岡

宏

下
川
原
柳
町
M
M

湾

八

郎

衡

毘

目

黒

岩

敦

子

矢

沢

ω

矢
野
志
禅
師拘

緑
が
丘
酒
田
柏
原
良
喜

八

木

沢

肘

込

山

ま

さ

子

縁

が

正

酋

刊

室

賀

か

づ

子

院

内

田

稲

山

麓

貧

升

白

金

湾

と

き

内

令

市

水

帥

渡
温
千
代

上
川
原
柳
町
田

竹
花

明

子

金

井

田

宮

島

英

太

郎

材

木

町

日

安
藤
謝
次

下

編

曲

庖

滞

滑

子

下

田

山

制

清

水

金

太

郎

川
辺
町

日

堀

内

費

郎

五

加

市

木

野

恭

子

縁

が

E
北

肝

西

沢

ま

す

ゑ

上
重

賞

師

田

中

滞

は

な

代

上

滋

賀

刷

機

原

カ

ズ

子

分

去

師

内

久

似

樽

恵

子

仁

古

凶

剖

肝

熊

本

文

子

本

町

田

塚

岡

義

子

山

陽

野

町

日

商

滞

ト

ミ

子

北

常

m
m

回

細

谷

瀞

水

西

野

竹

河

池

悶

ス

エ

子

禽

升

田

吉

雌

町

長

一

材
木
町

内

田

上

野

悦

子

半

過

臼

前

繍

と

く

よ

倉

升

叫

拘

石

江

畑

W
W
K
雄

上
青

木

制

お

村

上

和

夫

上

諸

制
以
河

袋
詰
鵬
あ
や
子
十
人

η

開

中

契

佐

子

矢

沢

お

れ

-一

戸

谷

傘

鎌

脇

田

M
武

ひ

ろ

子

中

組

帥

宮

扇

ヤ

エ

緑
が
丘
面

柑

削

竹

岡

般

二

郎

鷹

匠

町

四

位

弁

眼

校

苦

闘

肝

瀞

原

ち

ゑ

ニ

上
出
凪

肝

帥

市

川

治
州

三
好
町

刊

綱

嶋

あ

さ

を

後

虚

引

栗
山
う
た

緑
が
丘
西

創

国

消

水

政

子

院

内

問

鈴

木

紀

代

子

西

脇

師

前

山
舵

太

郎

保

野

師

H

M
似
本
と
も
子

北
常
岡

田

中

野

ま

き

侮

が

丘

肺

水

沢

灘

盤

仁

古

闘

訓

口

小
宮
山
武

男

新

田

制

合

薬

延

子

脇

町

入

刊

大

久

保

芳

下
吉
岡

円

制

中

海

事

永

築

地

円

脇

坂

つ

る

復

紡

形

引

高

桑

田

美

本

町

“

口

高

速
は
ま

江

新

回

目

松

崎

け

さ

と

新

田

町

一
斉
高
層
敏
雄

三
好
町

田

刊

紙

弁

慶

吉

岡

町

丸

山

車

雄

東

築

地

割

古

畑

冨

美

子

緑

が

丘
北
師

田

中

村

宜

直

下

常
国

制

中

村

富

美

江

上
川
原
柳
町

帥

平

岡

イ

ワ

民

島

田

帥

小

鉢
伴
男

中

吉
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c>対象者 1期初回 cr平成7年1月1日から同6
月30日までに生まれたお子さん 喧平成6年叩月以前

に生まれて米控積のお子さん(ただし 7歳半未満。 8

-10月の個別接種対量者で未接種田お子さんは、l月

-3月の個別接種で畳けられます) 期追加 正平

成5年 1月から同8月までに生まれて、初回を接種し

てあるお子さん ② 1 J朝初回白3回(または2回)接
種Dままで、追加が完了していないお子さん(ただし

7歳半未満) c>接種方，圭 ①1 J田初回 3-8週間
の間隔で3回接種②1J罰追加 初回目3回目接種後
約l年-1年半に 1回接種c>畳付時間 午後l時30

分から 2 時20分までじ〉持ち物 母子健康手帳C>~主

章旗項 l月から 1回目の接種が始まっています。詳

しい注意事項については、平成8年12月16日号 「広報」

をご監くださL、。

.三種混合予防接種目程表

.三種混合予防接種(困1626)

，. ， 
・坂井棺くん

(11か月上常図)

『ようや <5~6t炉あ る

きほじめました. 人で
ある〈錬習をしていますj
と、..の真設費さん。

会渇 2量目 3包目 対象地区

東部

上田市文化センター V19 3/19 北部(上川厚相町・下川原輔町，
(J階大金櫨宣) 帥拘 附 睡z古町・上蹟冶町1

神科{控量〕

V19 3/19 川西
川西社会福祉センター

刷 開同
川辺〈接地 ..接地}

泉国{宮圃 ・掴園〉

川辺町会館
V21 3/21 川辺{揖地 ..蹟地壱除く川辺
信鉛 値踏 地区)泉困{半過1

西部公民館
V21 3/21 西部
M硲 組硲 塩尻 (枇租 ・よ塩民 ー下塩民)

塩国母子健廠tンター V25 3/25 ，.図
以G 的

神川地区公民館
V25 3/25 

神川ω。 t相
神科(伊勢山 ，富士見台・畑山，

住吉が丘 ・野竹 ・神制覇a.酉

よ野が丘公民館
V26 J!26 野竹'宮井 ・川原〕
剛 附 量殿(轟 ・大日木 ・畏入・小井

田・宮之上中吉田町吉田 ・

下吉囲 ・極台 ・ひかり}

南部

保健センター
2ゾ263/26 中央
蜘 伽 北部{斬田 ・山口 ・上輯量問 ・

上房山 ・下房山 ・量宕町)

域南公民館
2ゾ273/'l7 

機下。付 附

神科{岩門 司蛇沢・金井・星島冒

上野が丘公民館
V27 3/27 大久保 ー企聞寺)
開 b村 量雌(梓之揮 ・τ蝿 ・岩f冒ホ ー

矢沢 ・赤握・這戸〉

保健 診tt
健康推進課

.2月12日までに 『各種検診』の

申し込みをしてください/

.来て、見て、聴いて.n健康教室』へっl
でも健康な生活を送っていただくため、保健補導員が

中心となって 『健康教室』を聞きます。どなたでもお

気軽にお出かけください。なお、40歳以上で健康手帳
をお持ちでないかたには、当日お渡しします。c>聞い

合わせ 他康推進諜(困 16 2 5) 

• r健車教室J 2月の日程表

平成9年度目各種検診白申し込みを受け付けていま

す。検診の対象になるかたには、世帯ごとに直接 『申

込はがき』を郵送します。このはがきは、 2月はじめ

にお手元にお通りする予定です。

b申し込み方法 はがきを聞いた左側が申込用紙で
す。希望する検診欄にO印をつけてくださb、。職場な
どで検診を実施され、申し込みを希望されないかたは、

名前の後ろ由数字をこ=輔で消してくださL、(記入例

上回太郎 叙郊制推さ )。 詳しくは、 1月16日号 『広報J

の 『検齢の申込みについて』をご覧ください。c>提

出方記長 『申込はがき』をたたむか、封筒に入れて、

各自治会白提出方法に従ってご提出ください(例えば

隣組長さんを通じて自治会に徒出する)。また、直接、

市役所健康推進謀または各支所へ提出していただいて

も結構です。なお、申込はがきを紛央した場合1;1:，健

鹿推進謀までお問い合わせください。 b問い合わせ
世康推進諜(困 16 2 4) 

『乳児一般健康診査受診票』

使用は3月31日までに/• 
内容

楽しく体を動
かしましょう

とき

[8] 7 2 丘古書Fラ左足-;9.

母子保健法の改正により、出生届をされたときにお

躍しした 「乳児一般健康診査畳診票』の有効期限が平

成9年3月31日になり、4月I日以降は使用できなく

なります。まだ使用せず、お手元に受診券のあるかた

は、早めに受診してくださも、。

b問い合わせ 健康推進課 (~1624 )
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